
【CM業務概要 課題と目標】  

①複合施設・防災拠点としての設計・施工品質の確保 
②事業予算内の完成、補助金の積極的な導入 
③2018年7月末竣工の実現、補助金申請に必要な成果品の完成 
④実施設計・工事施工デザインビルド方式の円滑な推進と発注に伴う地元貢献 

宮古市中心市街地拠点施設整備事業に係るＣＭ業務 

プロジェクトの 
基本情報 

プロジェクト名称 宮古市中心市街地拠点施設整備事業に係るＣＭ業務 

所在地 岩手県宮古市 

完了時期 2018年7月 

種別１（※） ■新築 

種別２（※） ■非住宅建築 

ＣＭ業務 
委託者に 
関する情報 

ＣＭ業務委託者名 宮古市 

種別（※） ■公共法人 

ＣＭ業務委託者の所在地 岩手県宮古市 

応募者に 
関する情報 

応募者（法人）名 株式会社三菱地所設計 

種別（※） ■設計事務所系 

応募者（法人）の所在地 東京都千代田区 

CMRの参画時期（※） 

業務契約期間 2014年7月～2018年9月 

■基本設計段階  ■実施設計段階  ■工事発注段階  ■工事段階   

■完成後 

CMRの選定方法（※） ■プロポーザル 

設計と施工の発注形式（※） ■その他（基本設計、実施設計施工一貫） 

設計者の選定方法（※） ■プロポーザル 

工事の発注区分（※） ■ゼネコン一括 

請負契約の形式（※） ■総価一式 

施工者の選定方法（※） ■総合評価型落札方式 

1.プロジェクトの背景 

①市の防災や災害対応の拠点の見直し 
②将来を見据えた適切な行政機能の規模の検討 
③復興後のまちづくりにおける新たな市民サービスへの対応が可能となる拠点施設を整備 
以上３つの目標を掲げ、市庁舎の他、分散していた保健センターなどの行政組織と新設の
市民交流センターを集約した複合施設の計画を2014年から約5年に渡り推進。 

防災プラザ 議場 ふれあいひろば 

交流プラザ 

市庁舎執務スペース 市庁舎窓口 

保健センター 市庁舎 市民交流センター 

2.計画概要 

【設計品質確保のための管理手法】 
○職能別分科会におけるＣＭメンバーによるマンツーマン 
設計支援 
・専門職能のCMメンバーが設計者の各職能担当とマンツー
マンで内容の確認助言。図面作成と同時並行で品質の確保 
・レビュー期間を大幅に短縮する 

基本設計図書 
実施設計図書 

デザイン・レビュー
による目標品質の
確認・検証 

基本設計・ 
実施設計段階 

設計者 ＣＭＲ 

意匠担当 

マンツーマン 
設計支援 

【施工品質確保のための管理手法】 
○品質管理プログラムに基づく施工品質確保 
・各工事における施工計画書、報告書、是正報告書の確認  ・施工状況確認（月2回程度の検査）、製品検査（鉄骨等）の立会い 

基本構想 

実 施 設 計 

工事施工 

発注 

基本計画 基本設計 
CM業務期間 

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度以降 

【プロジェクト目標①】 
複合施設・防災拠点としての 

設計・施工品質の確保 

【ＣＭ業務目標①】 
手戻りが生じない適時の 
品質確認・提案・助言 

【プロジェクト目標②】 
事業予算内の完成 
補助金の満額受領 

【ＣＭ業務目標②】 
事業予算管理 

補助金申請に係るコスト管理 

【プロジェクト目標③】 
2018年7月末竣工の実現 

補助金申請に必要な成果品の完成 

【ＣＭ業務目標③】 
全体スケジュールマネジメント 

補助金申請に伴うマイルストンの 
設定・実現 

【プロジェクト目標④】 
実施設計・施工ＤＢの円滑な 
推進と発注に伴う地元貢献 

【ＣＭ業務目標④】 
宮古市に適した発注の実現 
地元貢献の具体的手法検討 

実施設計以降のスムーズな事業推進 

複合施設・防災拠点として必要 
十分な品質・性能の実現 

事業予算内完成 
補助金満額受領 

2018年７月末竣工 
デザインビルド方式での事業達成 
地元企業への発注金額目標の達成 

プロジェクト目標・ＣＭ業務目標すべて達成！ 

メリットを最大化しリスクを低減する事業手法【実施設計・施工者選定支援フロー】 

工事発注方式の検討 

最適事業手法選定を支援 

 [配慮事項] 
・事業手法の特徴を把握   
・復興関連工事の影響を反映 
・施工会社の状況等を反映  
・各手法のﾒﾘｯﾄ・ﾃﾞﾒﾘｯﾄを整理 

a.  

契 約 終 結 

本プロジェクトは、基本設計者選定後、ＣＭ
Ｒが選定され参画するスキームであった。 

○ＣＭＲによる独自の概算算出 
 ・設計者が建設費概算を行うのと並行して、ＣＭＲにて同様に概算を行い、設計者概算と突き合わせ 
○コストモニタリング、設計変更に伴う増減管理 
 ・設計変更の内容、それに伴う内訳書を全数確認することで、変更内容の適正、金額の増減をリアルタイムで把握 
○補助金申請範囲の検討と計上方法の調整 
 ・補助金を最大限活用することができるよう、見積書の構成・各施設の見積計上項目をＣＭＲより施工者へ指南  

○コスト増減、手戻りの少ない設計フロー管理 
 ・コスト・工程・品質への影響度の大きいもの、プロジェクトの軸となる考
え方に係る内容を中心に優先度をつけて設計者に提示 
○発注者要望を確実に反映させる設計モニタリング、デザインレビュー 
 ・基本設計の方向性を設計者と同じ目線・情報で把握 
○設計ノウハウを生かした追加図面及び要求水準書の作成 
 ・基本設計終了時から図面交付までの期間で、追加図面と要求水準
書の作成 
○実施設計にて検討すべき事項のリスト化 
○十分な実施設計準備期間の確保 

○高層棟と低層棟の構成 
・高層棟⇒低層棟の施工手順となり 
 工期が長くなる可能性あり 

○分棟形式・建物配置角度 
・外壁・屋根が多い 
・角度のついた設え 
・使いにくい空間の発生 
・基礎梁等躯体の増加 

○大きな庇 
・面積に反映されないコストの発生 
・自然光利用の低下 
・冬場の活用方法 

○保健センターの免震化 
・免震層による地下工事の増加 
・免震設備等増加 

○低層部吹き抜け 
・外装・内装面積の増加 
・空調・換気気積等設備の増加 
 ○１.８ｍ嵩上げ 
・ＢＣＰ対応範囲 
・擁壁・ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ対応費用の増加 

○正面性 
・前面道路、商店街からの見え方 
・自転車・徒歩来庁者のアプローチ 

○駅連絡通路 
・連絡通路規模 

○近隣商業施設対策 
・対策の要否 

設計者 ＣＭＲ 

構造担当 

設計者 ＣＭＲ 

機械設備担当 

設計者 ＣＭＲ 

電気設備担当 

契約条件関係資料作成 
 [配慮事項] 
・契約条件へﾘｽｸ低減策を反映    
・受注者確保を重視した条件設定 
・地域経済に配慮した条件設定  
・最適受注者が選定可能な手法の採用 

ｂ.  

ﾃﾞｻﾞｲﾝﾋﾞﾙﾄﾞ方式のﾘｽｸ低減が可能な発注ｽｷｰﾑを構築 

透明性・ｱｶｳﾝﾀﾋﾞﾘﾃｨを重視した選定ｽｷｰﾑを構築 

施工者選定資料の作成 
 [配慮事項] 
・説明責任が十分に果たせる評価方法を策定 
・発注手続き関係資料の作成を全面支援し市担当者を補佐 

ｃ.  

施工者選定に関する支援 
 [配慮事項] 
・手続き事務への全面支援により市担当者を補佐 
・選定手続きスケジュールの確実な管理支援 

ｄ.  

最適事業手法選定を支援 

発 
注 
準 
備 
段 
階 

選 
定 
手 
続 
き 
段 
階 

【コスト・手戻りに大きく影響する事項の早期調整】 

【建築概要】 

事業者 

基本設計 

実施設計・工事施工 

 

建物用途 

 

敷地面積 

延べ面積 

規模構造 

 

：宮古市 

：久米設計 

：鹿島・日本国土・陸中・ 

久米設計特定共同企業体 

：市役所・保険センター・ 

市民交流センター 

：16,766.48㎡ 

：14,350.58㎡ 

：鉄骨造地上6階 

①設計・施工品質確保のための管理手法 ≪専門家によるレビューと検討支援≫ 

②事業予算厳守のためのコスト管理手法 ≪コストモニタリングと見積調査、補助金申請に伴う管理≫ 

③スケジュールの管理手法 ≪基本設計から実施設計完了までの期間短縮実現≫ 

④事業手法決定の管理手法  
≪地元を含めた発注戦略によるデザインビルド方式≫ 
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